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HALEUとは
● HALEU = High-Assay Low Enriched Uraniumの略。米国人は「ヘイリュー」、片仮名では
「ハーリュー」か。濃縮度5wt％超～20wt％未満のウラン燃料を称する（下図）

● 5wt％超～10wt％未満は、LEU+もしくはExtended Enrichment (=EE) 、Increased 
Enrichment (=IE)と称している
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なぜ HALEU? (1)：革新炉 (ARDP)

● 特に米国では、DOEが採択したAdvanced Reactor Demonstration Programにおいて、
10炉中9炉がHALEUの利用を想定している

● 小型化、長期サイクル、使用済燃料低減、燃料有効利用の実現のため
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米国DOEのHALEUに関するホームページ
https://www.energy.gov/ne/haleu-availability-program

“Advances in Small Modular Reactor Technology Developments”, 2020 Edition

https://www.energy.gov/ne/haleu-availability-program


なぜ HALEU? (2)：事故耐性燃料 (ATF)

● 既設軽水炉においても、ウラン濃縮度の上昇により原子炉利用率の向上（運転サイ
クル長期化）と使用済燃料の削減（高燃焼化）を同時に実現可能

● 米国では事故耐性燃料（ATF）の実用化への取り組みが本格化。その際、濃縮度5－
10％のウラン（LEU+）を用いることで経済性の向上も図る
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米国NRCのATFに関するホームページ

図濃縮度と運転サイクル長および取出燃焼度の相関
（国内PWRにおける評価例）



検討課題
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● わが国の方針は使用済燃料を再処理し、高速炉で活用していくクローズドサイクル
である。その場合、

• 再処理工場の設備容量、導入時期

• 高速炉の基数、導入時期、それに伴うプルトニウム消費量、転換量

• 必要となる天然ウラン量、濃縮後の劣化ウラン量、再処理後の回収ウラン量、プ
ルトニウム生成量

などのパラメータを考慮した際、高濃縮度化が本当に最適な戦略か？

● ワンススルーの米国において高濃縮度化のメリットはわかりやすい。翻って、ク
ローズドサイクルのわが国における最適解について議論を始めたい
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